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第3回 事例検討会

地域支援活動
亀岡市宮前町・西別院町・保津町（野ばらの会）など

当センターでは、社会福祉協議会をはじめとする関係機関か
らの依頼に応じ、地域の自治会等を対象に、講話や体操の実
施に取り組んでいます。高齢者サロンなどの定期的な地域活
動の場に関わりながら、参加される皆さまの健康づくりに寄
与できるよう、助言や具体的な提案を行っています。

亀岡市保津町のパーキンソン病患者の会「野ばらの会」にお
いては、会のテーマ曲に合わせた体操を考案させていただき
ました。その体操が、参加者の皆さまによって継続的に実践
されていることを確認でき、大変ありがたく感じています。

新しい年を迎え、早くもひと月が過ぎようとしております。寒さの厳しい日が続いておりますが、時折差
し込む日差しに、春の訪れを心待ちにする頃となりました。平素より、南丹圏域地域リハビリテーション
支援センターの活動にご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。冷え込みの強い時期は、体調管理
にも一層の配慮が必要となりますが、地域の皆さまが安心してお過ごしいただけるよう、本年も引き続き
活動を続けてまいります。今後とも、ご支援・ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

11月27日、「腸からはじめるフレイル対策～ビフィ
ズス菌と腸内フローラ～」「事例からみる食事動作の
多角的アプローチ」と題した事例検討会を開催しまし
た。森永乳業クリニコの梶巻管理栄養士より、腸内環
境を整えることがフレイル対策につながることについ
てご講演いただき、特にビフィズス菌の効能を中心に、
タンパク質摂取のみに依らない新たな視点からのフレ
イル予防について学びました。
また、食事療法に関連して、京都中部総合医療セン
ターの深見作業療法士より、事例をもとにした食事動
作へのアプローチについてご紹介いただきました。姿
勢調整や自助具の活用、認知症患者への環境調整など、
実践に直結する内容を学ぶ貴重な機会となりました。

11月13日、亀岡市川東地域包括支援センターからのご依頼を
受け、社会福祉法人利生会亀岡園で行われた「川東おひとりさ
ま交流会」において、講話およびリズム体操、自宅でも実施で
きる筋力トレーニングの紹介をさせていただきました。地域在
住の多くの高齢者の方々が参加され、「楽しかった」「また来
年もよろしくお願いします」といった声が寄せられました。
「体操で頭を使ったわ」と笑顔で話される方もいらっしゃいま
した。孤独感は認知症リスクを高めるといわれており、このよ
うな交流の場を通して、特に一人暮らしの高齢者の方々の支え
につながればと考えています。

令和7年度川東おひとりさま交流会
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令和7年度地域活動者講習会 ＠ガレリアかめおか

第4回 事例検討会

12月12日には、亀岡市社会福祉協議会主催の地域活動者講習会に参
加しました。介護施設や高齢者サロンなどで活動されている各種団
体・サークルの皆さまとともに、音楽を用いた体操をステージ発表し
ました。各サロン活動における体操の工夫やヒントとして役立ててい
ただければ幸いです。また、グループワークを通して、さまざまな地
域活動者の方々と意見交換を行い、地域が抱える課題や問題点につい
て改めて知る貴重な機会となりました。

12月11日は、「パーキンソン病の病態と治療の
基本を理解する～現場のお悩み事例を共有しよ
う～」と題し、梁山会診療所院長の田中直樹先
生より、パーキンソン病の病態生理や治療につい
てご講演いただきました。具体的な事例を通して、
介護施設や在宅医療に関わる専門職が知っておく
べきポイントについて分かりやすくお話しいただ
き、大変有意義な学びの場となりました。参加者
からは、病態や症状の全体像が理解でき、薬物療
法や最新治療、実際のケアに役立つ内容だったと
の声が多く寄せられました。

〈今日のヨガポーズ ＆ 編集者から〉
【牛の顔のポーズ gomukhasana】
両脚を前後に組んで膝を重ねて座ります。片腕を上から、反対の腕を下から背中に回し、指先同士を
つなぎます。肩関節や股関節の柔軟性が必要なため、手が届かない場合はタオルやベルトを使って無
理なく行うのがおすすめです。痛みが出ない範囲で、心地よさを大切に取り組んでみてくださいね。
「をりふし」冬号をお読みいただき、ありがとうございました。
左のイラストは、私自身のヨガポーズ写真を ChatGPTでアニメ化してみました♪
AIの進歩には驚かされますが、便利さの一方で少し不思議さや怖さを感じるところもありますね。。

（講演スライドの一部）
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南丹圏域障害児者総合支援ネットワーク ～ほっとネット～ 発達障害支援部会

コミュニケーションの “なぜ難しい？” に気づくために
ー発達特性のある方への対応を学ぶ ー

意見交換会
＆勉強会

2月

19日

次回の研修会です
ぜひご参加ください
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